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BAM 試験法によるダイナマイ トの摩擦感度

舌富 宏彦*･玉田 一事

1. 枚 畢

火薬類の衝撃,摩擦に対する感度は火薬類の爽用上

からはもちろん,加逸.運払 貯蔵,その他の取扱い

における安全性の見地からも極めて粛要なことであ

る｡

火薬類の衝撃に対する感度の文献は洋槌感腔を始め

として欺多くあるが,摩振感度については主として起

爆薬類があるのみで.ダイナマイトの摩擦感度につい

てはわずか一般火薬学uk山田式摩擦感度釈故による

桜ダイナマイトの結果がみられるのみのようである｡

また,外国においても米国鉱山局法の蝉損耗敵機では

ストレートダイナマイト以外は爆発せずとあり2)その

也,独逸のBAM法ではニトログリセリンでさえ爆

発しないと報じている8)｡

しかしダイナマイトの製造または取扱い中の邸故原

因には摩擦によって爆発したのではないかと考えられ

る場合がある｡ダイナマイトの製造機械の琳故例では

担和機やニープマン包装機等の例があるが,この原因

をみるに興造過程のダイナマイトとその容軌 稔挿機

やスクリュ-等との摩擬による発熱,あるいは,これ

らの繰返し横地 (苑物浪人の場合も含む)による摩擦

熱の者穣一温度上昇によるダイナマイトの活性化｢燃

焼一爆発に到ったのではないかと推察されるものもあ

る｡

本実験はBAM摩擦試験機を用いてニト｡グリセリ

ン,同ゲル,各種ダイナマイトの感度を拭験し,更に

上記の繰返し接触僻事掛こよる発熱に類似した条件とし

て摩擦板を加熱する方法,実際の場合を考慮して在韓

摩擦板のかわpに鉄,銅の摩擦板を用いる方法,異物

海人としてガラス粉の添加などを検討した｡

(i) その結果判定方法としては

無反応,発煙.発炎.弱爆音,強爆音とするがよ

い｡(BAM の判定方法は無反応 局部的反応,発炎,

弱爆音,致爆音である)

(ii) ニト｡グiIセリン.同ゲル系

締薬含虫の多い捉敏感になる｡また,摩船坂の温腔

が90oCになると炎がでる｡

(iii) 各種ダイナマイトは
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ニトt,グリセリンの含最の多い樫,敏感になる｡摩

擦板の温度が拓くなると嵐 爆音のでる織串が多くな

り90oCになると炎がでる.

(iy) ガラス粉の彫轡は

未添加のときと余り変らない｡

(V) 金属摩終板は

鉄,鈎の場合は在韓より発火しにくいことなどが判

明した｡

2. 英 験 方法

通常行なわれる各種の摩擦感度-#験法およびその原

理については,すでに本協会誌●), エ兼火薬ノ､ンドブ

ック卯に詳細な記載があるので,ここではBAM試験

枝の基本的な操作方法並びに,特にわれわれが行なっ

た摩擦板の加温方法.などについて述べる｡

211 8AX 摩擦拭鼓方法

BAM 席撚釈放法は H.Koencn,K.H.Ideが研究

開発したもので.乳鉢法に近似の条件下でテストを行

なうことができ,しかも乳鉢法の欠点である個人差を

除き爆発性物質の摩擦感度を定量的に表示し得るよう

に改良した釈放法であるとされている｡Fig.1に示す

ように25x25mmの舷器摩擦板と,径 10mm,長さ

15mm,端面が球形 (曲率半径10mm)の政界摩擦片

との間に,粉状の場合には0.5mm メッシュパスの拭
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料 10mmaをはさみ,荷盃を加えて電動機で摩擦板を

lcJnだけ往復移動させる｡荷盃は0.5-36kgに可変で

普, この範田内での摩掠速度は一定である｡ (敏感な

起爆薬に対しては神威が0.01-1kgに可変できる小型

耗験機がある)｡満定は同一荷重で6回ずつ行なう｡

結果の判定は 1)無反応,2)局部的反応,3)発炎.

4)帯爆音,5)致爆音に別ける｡結果の判定から爆発

性物質を4姉に分析しているようである｡その他の凍

元は次の通 りである｡摩擦速度 :5-7cm,疎擦私 片

の硬虎 :(ショアー)90.-110

2-2 拭斡および拭験条件

美浜は BAM 摩擦試験法に準じて ニトTZグiIセリ

ン,同ゲル系,各唖ダイナマイ ト額について行なった

が,次の藩条件の下に爽放した｡

212-1 飲 料 飼 料

BAM の釈放法で規定されていない溶質系およびニ

トTTグリセリンゲル系は,17-ラーにて約2mm厚にの

ばし竹べらで約 5mm角に切ったものを飲料とした｡

2-212 摩撫板の加温

加温下の摩折紙政は摩擦板を所定温度にコントt)一
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ルして,その上に駄科をのせ手ぼやく就政する方法を

採用した｡嘩枇板の温度規軌も 予め摩撚板をエア-

バス内で市況に熟し,バスから出した時の冷却曲線を

作っておき,僻地を始める時間を定めることにより突

放温度とした｡従って爽執時の壷凪によって冷却曲線

が異なるので,その筋皮.冷却曲線を作る必要があ

る｡

摩擦板の温皮は.常温.45oC±5℃.90.C±5oCとし

た｡冷却曲線の一例を図に示す｡

2-2-3 そ の 他

ガラス粉 :通常の窓ガラスを粉末にしたものを各供

耗験科に外剖10,0.'添加｡

金属帝扱晩片:越串嘩損壊,片の替りに金属 (銑

鍋)を使用し摩擦板を肋記 2)項のように加温(909C)

する

各物質の シロア～硬度 :ガラス (130).鉄 (40).

鍋 (6)

以上の嫌条件で摩披感度を求める｡

3. 爽敬 枯 果

摩擦感度紡共を虫 2,3,4,5,6,7.および Fig.

2,3,4に示す｡

なお,上記各袈中の ( )内の数倍は.下記一例に

ている｡
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験のうち,弱糠甘5回,強爆音 l回であるが,この強爆音は同時に苑炎を1回伴つ Fig.2 SensiLivityoEN/G
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慈4 常狙(150C-20oC),舶系ダイナマイトの耕果
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強爆音 13-1 判定方法について

衷 2-7についてみると発炎の頚われる状態は必ず

,爆音,発達をともない,爆音は必ず発煙をともなうことから

判定収序は.無反応,発健,爆音 (弱,強),

発炎とした方がよい｡局部的反応は令色 (黒くこげた

ように)するが銑科によっては同色でまざらわしい｡

3-2 紙雑魚が多い笹,むしろ鈍感

となるこの紡架は搭槌感度と逆になりその理由は明線でな いが,摩娠楓臥 嘩娘晩 片にはさまれる統科Ji

tが炎なるなどの物理的な影響と考えられる｡ガラス粉は混入しても

しなくても着果はほとんど変らない｡これは縫辞瞬抵鼠

片の表面が可成りザラゲラしており,かつ硬度もガラ

スと笹常が類似しているためと思わ

れる｡90DCの摩瀬板に拭科を酸くと火薬類によって

は車輪抑 こ榎らしきものがありまざらわしいが炎が出やすく

なる｡また飲料の



蛮5 加iR(90BC土5oC)桐系T-'ィナマイ トの括果
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衷 d 各種ダイナマイ トの姑典 (加温の影窄)
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各軽ダイナマイトともに温度によD粁 鈍

感となる｡ニトtZグリセリン単体よD一部のダイ

ナマイトが銘感に

なる理由は,ニトt7グリセリンゲル系の場合と同様,涜

動体と粘弾性体の物性の相違によるものと思う｡

ガラス粉は若干鋭感な結果を示すようであるが,特に

頭苛でない｡3-4 温度の好轡 により煙,爆音が

出る社中が大となD,貯Cでは炎が見られるようにな

る｡4. ま

と め今回.はじめてダイナマイト薪について摩

鍛練 を行なったが,兼だその結絵を充分に解析し対処

するまでに至っていない｡得られた結果のみをまとめてみる

と4-1 BAM釈放機でダイナマイトの感度の差を

出すことができる｡

&-2 完全爆発させることは国定である｡

炎を出させることも田津であり,炎が拭料全般に拡がることはない｡ただ

し,加温すれば炎を発生する｡4-3 判定は無反応,発煙,弱爆音,致

爆音,発炎で行

なうのが良い｡4-4 ダイナマイトの賂合はニト｡グリセリン含虫

の

増加とともに鋭感となり藩槌感度よりはっきり畳がつく｡4-5 ニトログリセリンと同

ゲJt,ではゲルの方がむしろ鋭感になる｡こ



用した場合も大差ない｡落槌感度の結果6)と列なるの

は条件の柵過と思われる｡

4-8 温度が上ると感度は上るが般初に予恕してい

た程ではなく金而発火に至りにくい｡

などの肺点が知れた｡

S. 祐 也

火薬新の剖造.貯麓その他取扱上の保安面から摩擦

感度は.拝趨.その他の諸感度とともに蕊賓なもので

あり,洋梯感度などが鈍感なものでも場合によっては

摩擦感度は鋭感となり得ることが考えられる｡

また,瓜破な点として温度の上昇および嘩轍板,片

の硬齢 こよって感度に相当の歪があることが縫謬でき

た｡火薬類の製造および取扱いで特に留意すべきであ

る｡
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FrictionSenBitiyityTeatOEDynAnite

byH.Yoshilomi aJ)dH.Tamada

FrictionsensitivitytestoEnitroglyceriJle(NG)andaLewkiJldofdym8miteswere

performedbyusingtheBAM frictionsensitivitytestmachine.An dwefoundout

followingitems.

1. WhenporcelaineplateforfrictionwasnormaltemperaturetheSampleindicated

compArativelyinsensitive,butwhentheplatewasheatedupover45℃ thesensi-

tivityincreased.An datover90℃ Wecouldobservesmallreddashingpardy.

2. 1ncaseofusingironorcupperfrictionplateandpiecethesensitivityofthe

sampledecreasedincomparisionwith theporcelaineplate.

3. hcreasingtheNGcontentinthedynamitetendtobesensibletorEricdon.

JI. Glasspowdercontaininginthedynamitegotaneqectonthesensitivityvery

muchondrophammertest,butnoeKectedontheBAM test.

FrictiotlSensitivitytestofinsensitiveexplosivessuchasthedynamitedoesnotapply

usually.ButfromtheresultsolthisexperimeJlt,WereCOmmedtodothefriC丘on

sensitivitytestofth eSeexplosivesontheactivatedstate.

(AsahiChemicalIndustryCo.,Ltd.NobeokaDynamitePlant,

Mizushiri,Nobeoka)
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